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く解ると云ったの�はそこで、やっぱり其�う云うのは�
オマケなのである�。�
　なに、此れは別�にキ�レ�イ事を申�し�ておるのではな�
く、また、自体と�直接関係ない故色んな�所に介在で�
きると云うお金の�性質を申�し�ておるのでもない。�
　人間の暮ら�し�と云うのが、色々な�時代の寄せ集め�
で出来ている上に�、当の人間が場当たり�的な進化の�
産物である。全く�関係ないものをズダ袋�に放り込ん�
で素知らぬ顔で生�きてゆくには、無自覚�な転換を接�
着剤と�し�て己を保つ�し�かないのである。�整合性だと�
か論理性なんて云�うものは、要素限定下�に表れるマ�
ボロシみたいなも�のだ。�
　オマケの後ろに�更にオマケをくっつけ�てゆく�し�か�
ない可笑�し�みや哀�し�みが、絵の題材にな�ったりする�
ので、絵描きはそ�こいら辺の事には寛大�である。で�
あるが、世間さま�がそうとは限らないの�で、こちら�
は程々にせねばと�、最近気付いたところ�だ。�

（やまぐち　あき�ら）�
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　我々を取り巻く現代社会は「二極化」をキーワー�ド�に語られることが多くなった。�

教育における学力格差もまた「二極化」の方向で広がりつつあると言われている。特�

に、義務教育段階における学力の「二極化」の進行は極めて大きな問題であろう。�

　図画工作�・�美術は、子どもたち一人ひとりの個性を尊重�し�、資質�・�能力を伸ばす教育�

を�展�開�し�て�き�た。結�果�と�し�て�表�れ�る�子�ど�も�た�ち�の�学�び�は、�「二�極�化」で�は�な�く「多�彩�

化」�である。反面、その�「多彩化」�故に、図画工作�・�美術で育成すべき学力を明快に語�

ることの難�し�さもあった。�「できる・できない」�や�「正解・不正解」�ではない、�「よさ」�

や「美�し�さ」�「魅力」�「持ち味」など、一人ひとりの多彩な学びをそれぞれの資質や能�

力の表れと�し�て認めてきたからだが、これを世の中に理解�し�てもらうことのいかに難�

し�かったことか。明快に語ることのできない己に悔�し�い思いを�し�た関係者も少なくな�

いであろう。こう�し�た中、今次の改訂で〔共通事項〕が新設されたことは朗報といえ�

る。�

　�〔共通事項〕は明快かつ平易な言葉で、図画工作�・�美術の学習の基盤となる指導事項�

を示�し�ている。社会にも受け入れてもらえやすい内容である。今後、この�〔共通事項〕�

を共通言語と�し�て社会へ発信することが重要ではないか。�関係者は図画工作�・�美術教育�

の必要性を社会へ知ら�し�める格好の言葉を手に入れたのだ。格差と�し�ての「二極化」�

を�食�い�止�め、�「多�彩�化」な�ら�で�は�の�豊�か�さ�を�具�現�化�す�る�た�め�に、今�こ�そ�こ�の〔共�通�事�

項〕の共通理解と共通実践が求められるときであろう。�

　ちなみに、�〔共通事項〕�は�（共通事項）�ではないという。�「共通事項」�でもなければ�『共�

通事項』�や�【�共通事項】�でもないという。�〔　〕�の括弧で示す�〔�共通事項〕�というこだ�

わりを大切に�し�たいものである。共通言語と�し�ての説得力を高めるためにも。�

な�ん�と�な�く�順接�
新学習指導要�領の�〔�共通事項〕�がわか�る�！�

〔共通事項〕�がわか�る�！―　�Part2

共通言語た�る�〔�共通事�項〕�の共通理�解�と�共通実践�を�

山口　�晃�
（画家）�

撮影：�
松蔭浩之�

　和牛を育てる農家�の人は、其の仔牛をう�んと可愛�
がるんだそうである�。売られて食べられて�し�まうも�
のを、其んなに可愛�がっても仕方ない�じ�ゃないです�
か、なんぞと聞くに�困ったようにホホえむ�んだそう�
な。大事に育てると�情が移るのか、情がな�いと大事�
に育てられないのか�知らぬが、そうすると�結果肉質�
もよくなり、高値が�つくんだそうである。�なんだ、�
やっぱりそこかと言�はれそうだが、そう云�うのがた�
またまのオマケであ�る事を、絵描きの私は�何となく�
解るのだ。�
　絵描きで食べてゆ�くと云うのは、描いた�絵を売っ�
ぱらって金にかえる�と云う事である。苦労�し�て描い�
たのに人手に渡って�し�まっては寂�し�くないですか、�
何ぞと聞かれるが、�其んな時は困った顔で�ホホえむ�
訳である。そりゃあ�勿論さび�し�いが、そう�し�ないと�
食ってゆかれない。�苦労�し�て描けば情も移る�し�、良�
い絵に�し�ようと思うから苦労も�する訳である。そ�し�
て其う云う絵から買�手がつく。なんだ、結�局そこか�
と言はれそうだが、�和牛農家の方の心持ち�が何とな�

邸�内見立　洛中洛外圖　2007　80×130㎝　�カ�ン�ヴ�ァ�ス�に�油彩、�水彩、�墨�
撮�影�：�宮�島　�径　�○�YAMAGUCHI Akira Courtesy Mizuma Art Galleryc
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　�〔共通事項〕�をどのように授業に生か�すのかにつ�

いて、移行期に向けた実�践研究が行われはじめて�

いるが、�「�〔共通事項〕�をテーマに目標設定を�し�た」�

とか�「�〔共通事項〕�の造形要素を生か�し�て」�といっ�

た表記が見受けられる。�こう�し�た状況を見るとき、�

〔共通事項〕が十分理解�されずに実践化されるこ�

とが危惧される。�

　�〔共通事項〕�を表現や鑑賞の内容事項�とどう関連�

づけて考えればいいのか�、また授業場面でどう位�

置づけていくのかについ�て十分検討を�し�ておく必�

要がある。形や色�（色彩）�、造形的な特徴、イメー�

ジといった用語だけを取�り上げると、造形要素や�

造形原理が指導事項であ�ると短絡的に捉えて�し�ま�

うことになりかねない。�〔共通事項〕�は、直接的な�

指導事項とみなすことも�できるが、題材名の工夫、�

造形活動場面、発問・助�言、ワークシー�ト�の活用、�

相互鑑賞場面の設定、評�価言、展示資料、学習環�

境設定など、授業編成か�ら授業展開のあらゆる場�

面で形や色に着目させ、�造形的な特徴を意識化す�

ると同時に、イメージを�豊かにさせるものと�し�て�

位置づけることが重要で�ある。�

　また、�〔共通事項〕�は、新学習指導要領の目�玉で�

あるために、他の指導事�項よりも重点的に指導さ�

れるような優先事項と理�解される向きもあるよう�

に感�じ�られるが、あくまで指導�全般の中で、子ど�

もたちが造形に対する意�識を明確にもちながら活�

動に取り組む中で押さえ�るべき事項であることを�

忘れてはならない。�

　�〔共�通�事�項〕が�設�定�さ�れ�た�背�景�は�様�々�で�あ�る�が、�

義務教育の９年間を貫く�と同時に、表現や鑑賞活�

動を通�し�て共通�し�て育成すべき資質や能力を�示�し�

ている。�〔共通事項〕�に限らず、中学校美術科�での�

内容「Ａ表現」における�創造的技能の一元化など�

の改訂事項が目指すものは�、教科理念をより具現�

化することのできる実体的�な指導指針であるとと�

もに、実践の改善のモーメ�ン�ト�を強く志向�し�てい�

るものである。すなわち、�感性や情操の育成を希�

求する美術教育の理念が実�践場面に浸透�し�ていた�

と言えない実態を変革�し�ようとする強い意志を�表�

明�し�ていると理解される。これま�での作品主義や�

一部の定型的な教授方法と�いった表現活動の成果�

に価値を置くような実践や�鑑賞教育の低迷といっ�

た状況を反省的に捉えると�、美術教育がこれまで�

義務教育９年間を通�し�て児童・生徒に求められ�る�

教育的意味や学習者と�し�ての資質・能力の育成�を�

図ることに十分徹�し�てこれたのかどうかが、こ�の�

学力重視の時代にあらため�て問われているのであ�

る。�

　学校と美術館の連携、造�形ワークショップの展�

開など、ジャーナル的な意�味では、美術教育は活�

発化�し�ている�し�、芸術に対する好意的な�感情や潜�

在的なニーズも社会的には�存在する。�し�か�し�、学�

校という枠組みにおける美�術教育を考えるとき、�

中学校美術科における選択�制の問題は水面下に潜�

行�し�たままであり、非常勤教師の�増加など課題は�

多い。こう�し�た状況を変えていくために�も〔共通�

事項〕をは�じ�めとする学習指導要領の改�訂の趣旨�

を生か�し�て授業改善要求に応えて�いくことは、我�

々美術教育に携わる教師の�使命である。�

　その意味で、�〔共通事項〕�は、従来の題材内容の�

見直�し�や新たな取り組みを具体化�する上での重要�

な鍵となる。ここでは、授�業実践の改善を図る題�

材開発の視点に立って、�〔共通事項〕�を授業実践に�

生かすための方途を模索�し�てみたい。�

　まず、工作授業「ひみつ�のすみか」を例に授業�

2．�工作授業�（中学年）�におけ�る�
　　�〔共通事項〕�と�イ�メ�ー�ジ�の変容�

改善の方略と〔共通事�

項〕の押さえについて�

検討することにする。�

　この「ひみつのすみ�

か」の教師の授業設計�

は、木を使った工作を�

念頭に置いて題材開発�

をする際に、ツリーハ�

ウスを想定�し�た作品の�

イメージをもとに行わ�

　遊び場モデル�（ログハウス、隠れ家、秘密�基地）�

　成長するモデル�（系統発生、樹形図）�

　心理投影モデル�（バウムテス�ト�）�
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〔共通事項〕�を�生かす図画工作、�美術�の�授業実践�

兵庫教育大学大学院�教授　�福本　�謹一�

　憩い場モデル�（木漏れ日、緑陰、木陰、�癒�し�）�

　象徴的モデル�（擬人化、育み、知恵の木�、聡明）�

メージ」というキーワ�

ー�ド�は、どのようなイ�

メージでもよいわけで�

はなく、そのイメージ�

の質的変容を問題と�し�

なければ意味がない。�

　木のイメージについ�

ては、以下のようなイ�

メージの類型を考える�

ことができるだろう。�

れたものである。�

　主材料と�し�て「ツリー」用に木の枝�（自然材）�１�

本、そ�し�て「ハウス」用に１㎝角�の角材�（加工材）�

数本が用意された。教師の�側に１本の木の上に建�

つハウスというイメージが�あるために、このよう�

な材料の準備が行われた。�

　ツリーハウスが発想の起�点にあると�し�ても、教�

師は「秘密のすみか」とい�う題材名の設定によっ�

て概念的なイメージ�（ツリーハウス）�の拡張を目指�

そうと�し�た。�「秘密の」�という形容詞に拡散的思�考�

を誘発する機能を持たせた�題材名である。�

　�〔共通事項〕�をもとに�し�た授業改善の方向性と�し�

ては、ツリーハウスに起点�を持つ題材の性格を特�

に形や色、イメージの点で�見直すことである。特�

にイメージに関�し�ては、題材名の「秘密�の」が個�

別的で柔軟な発想を生むも�のと�し�て期待�し�た方略�

の一つになっているが、教�師側にあるツリーハウ�

スというイメージを払拭�し�なければ、その効果は�

期待できない。木のイメー�ジと、すみか、も�し�く�

はすまい�（ハ�ビ�タ）�の部分を個別に概念く�だきする�

ことが鍵となる。�〔共通事項〕�の押さえと�し�て、�「イ�

　形態学モデル�（柳、�バオ�

バブなど）�

　このような類型化は一�

見すると主観的な整理に�

見えるが、絵本を例にす�

る�と、�「大�き�な�木�が�欲�し�

い」�（遊び場）�、�「木はいい�

なあ」�（憩い）�、ジャック�

と豆の木」�（成長）�、�「歩き�

出�し�た木」�（擬人化）�、�「バ�

オバブ」�（形態）�、�「Giving 

Tree」�（�擬�人�化�）�、�「木」�

（形態）�など、木とイメー�

ジとの関わりを示す事例�

が多くあり、木について�

のイメージを拡張する上�

で有用と考えられる。�

　木の形態的特徴に関�し�

ても、日常的な情景と�し�

ての木から、�現実の木における種類の�多様性�（バオ�

バブ、モンキーポッ�ド�など）�を知ることで、�「へエ�

ー、こんな木もあるのか」と�いったようにイメー�

ジ�の�広�が�り�は�行�わ�れ�る。さ�ら�に�空�想�的�イ�メ�ー�ジ�

（�「ジャックと豆の木」�など）�を期待するには、イフ�

表�現�の�よ�う�な�想�像�技�法�を�用�い�る�こ�と�で、�「も�し�も、�

雲まで伸びる木があったらな�」�、�「も�し�も、木の中�

をエ�レ�ベーターで動くような家があ�ったらいいの�

に」といった空想イメージを�掘り起こすことが可�

能になる。�

　一方、すみかやすまいのイ�メージもゆさぶられ�

る必要がある。子どもが目に�するすまいのイメー�

ジは、ＴＶや図鑑などの外国�の風景やゲームの中�

に存在するすみかの諸形態に�よって既にイメージ�

の潜在的な広がりが既知情報�の一部に組み込まれ�

ているが、こう�し�た子どもたちのすまいの�イメー�

ジは、ディズニーラン�ド�の�ト�ゥーンタウンにある�

ような想像的なものに変化す�ることはあまりない。�

　その理由は、子どもたちの�イメージが現実には、�

様々な条件やコー�ド�によって制約を受けて�いるか�

らである。例えば、事例題材�のように主材料、副�

　�
1．�は�じ�めに�
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材料の範囲、時間制限と�いった物理的制約から教�

師が暗黙に伝達する完成�作品の期待値など心理的�

な制約もある。このよう�な制約をどう解いていく�

のかが〔共通事項〕をよ�り生か�し�た授業展開につ�

ながる。そのためには、�教師側の概念的制約をで�

きるだけはず�し�て考えることから出発�し�たいもの�

である。�

　事例の題材における１�本の木の枝、というのは、�

材料に関する制約条件で�あるが、これは学習の出�

発点を同�じ�にする点で重要ではあるが�、複数の木�

の枝を束ねて群落のよう�な構成をすると、子ども�

たちのイメージはまた変�化する。�「森の木の上を自�

由�に�動�き�回�る�す�み�か�が�あ�る�と�お�も�し�ろ�い�の�に�な」�、�

「いろいろな木にすみか�がつり下げられていると�

ゆらゆらするすみかにな�るよ」�、�「森の上をぴょん�

ぴょん飛び跳ねるすみか�なんてどう」など発想が�

変容する。�「イメージをもつこと」�は、こう�し�たイ�

メージの拡張、あるいは�変容を期待するものでな�

くてはならない。�

　様態＝面材�（ポリ袋）�、�

可変性�

　操作＝伸展、接合�

　感覚＝テクスチャー�

　身体＝包む、抱き�し�

める、飛ぶ�

　こう�し�た要素をもと�

に、つなぐ行為が発展�

し�てイメージを生成�し�、�

つながれたポリ袋が風�

である。�し�か�し�、膨らむ過程で子どもた�ちはその�

ポリ袋を抱き�し�めたり、下からたたいて�ボール遊�

びのように�し�たりする身体的な関わりが�みられた。�

このような材料との関わり�など様々な視点で事前�

の教材研究をすることが〔�共通事項〕の一面的な�

押さえにとどまるのではな�く、形、色、イメージ�

の豊かな広がりを有意味に�するためにも重要にな�

る。�

　�「机の上に�ピ�ョコッ」�は、美術作家�（池田朗子氏）�

の作品鑑賞をもとに表現へ�とつなげる実践である。�

発想の起点と�し�ては、教師が作家の写真�をもとに�

し�た作品から着想を得て、�鑑賞�し�た後に、自分た�

ちのお気に入りの写真を持�ち寄り、そこから作家�

と同様の技法をシミュ�レ�ーション�し�て表現活動に�

展開�し�ようとするものである。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　鑑賞自体は対話型鑑賞に�よって自由に発話と対�

話を行わせて写真を活用�し�た作品について多様な�

意見を引き出させた。�

　その後に、机上�（平面）�に置かれた写真→「ピ�ョ�

コッ」�という切り出�し�、切り起こす操作�（平面から�

立体へ）�→置く�（見立て）�という展開がなされた。�し�

か�し�、この設定は、作家の作品に�依拠�し�ているた�

めに、表現の場の条件と�し�て机上のみに限定�し�た�

ことなどが子どもたちの見�立てや場の再構成を限�

定することになって�し�まったことが残念である�。�

この題材開発で検討される�要素には以下のものが�

あるが、類似題材の可能性�を含めて子どもたちの�

形や色に対する意識やイメ�ージの質的変容を期待�

するアプローチを工夫する�必要がある。�

【造形操作】切り起こす�

　　類似題材＝折って立つ�動物�（低学年）�

　　構成的操作＝集める、並�べる�

【目標】平面と立体との往還�

【造形認識】見立て、物語化�　�

【類似展開可能性】立版古、�ジオラマ、フォ�ト�ラ�

マなど�

【意味性】日常的場面の再創�造、意識変革�

第2回　�〔�共通事項〕�がわかる！―�　�Part2

　次に�「もこもこ・ふわふわゴ�ーゴーゴー　�－ポリ�

袋�を�使�っ�て�－」と�い�う�造�形�遊�び�の�事�例�に�関�す�る�

授業改善の視点を�

〔共通事項〕をふ�

まえて考えてみる�

ことにする。�

　この題材は、材�

料条件と�し�てのポ�

リ袋�（45 ）�を自由�

につないで、最終�

的に送風機で風を�

送り、膨らんだ形�

をもとにさらに活動を展�開することを期待するも�

のである。学年と�し�ての適時性はここでは触�れな�

いことにする。�

　まず、題材名について�は、�レ�ト�リックから反復�

法、声喩が使用されてお�り、イメージの喚起と身�

体性の関わりを示唆する�とともに興味・関心を引�

き出すものとなっている�。�

　この題材発想の基本的�な要素と�し�ては以下のも�

のが挙げられる。�

で膨らむことでさらにイメ�ージが変容することが�

予想される。�し�か�し�、教師の題材発想の起点と�な�

った造形イメージがどのよ�うなものであったかに�

よって、展開の方向性はか�なり異なってくる。パ�

レ�ー�ド�で使用されるようなバルー�ンのようなもの�

であったか、あるいは連続�し�た造形イメージであ�

ったかにもよる�し�、ポリ袋の中を子ども�たちが通�

り抜けるような身体活動を�想定�し�たかどうかによ�

っても、活動のベク�ト�ルは異なる。いずれに�し�て�

も、�静的なイメージではなく、�手の操作�（つなぐ行�

為�）�を�も�と�に�身�体�で�の�関�わ�り�を�意�識�し�た�動�的�イ�メ�

ージを予期�し�たものである。そのために�、動的イ�

メージを拡張するため�

に材料、サイズ、様態�

などの視点で十分検討�

し�ておくことが望ま�し�

い。�

　材料との出会いで言�

えば、サイズや色、透�

明度などによってイメ�

ージが変化する。�「ポリ�

袋�だ」�【材�料�か�ら�の�発�

想】�、�「つないでみよう」�「空気を入れてみよう」�【操�

作】�、�「ふうせんみたいだよ」�【見立て】�、�「何かきも�

ち�い�い」�【感�覚】�、�「な�に�か�で�き�そ�う�か�な」�【発�想】�、�

「押さえ方で形が変わるよ�」�【操作】�、�「うさちゃん�

に見えてきた」�【見立て】�、�「押さえ方を変えると�ど�

んなになるかな」�【操作・試行・見立て】�、�「中に何�

か入れるとおも�し�ろそうだ」�【発想】�など様々な可�

能性をもっている。�

　実際の事例では、どう�し�ても送風機で風を起こ�

し�てつながれたポリ袋を膨�らませて起きあがらせ�

たバルーン状の形態を鑑賞�することで終わりがち�

　この題材の�

場合、技法的�

には、写真を�

切り起こ�し�て、�

それをジオラ�

マ的な見立て�

を�し�て物語化�

をするのが基本的な路線であ�り、操作的には低学�

年でもできるものである。そ�のために高学年の題�

材と�し�て、写真の持つ魅力をどう伝�えるのかが非�

常に重要になる。�

　写真を切り起こすだけなの�か、写真自体を集め�

る、重ねる、束ねる、つなぐ�などの造形操作から�

発想をすることや自分の写真�の肖像の切り抜きを�

もとに様々な場に置くのかに�よって題材の様相は�

変化する。�後者の場合、�リリパッ�ト�効果�（ガリバー�

の�リ�リ�パ�ッ�ト�国�訪�問�に�基�づ�く�大�小�対�比�の�相�対�化�）�

による相対的なサイズの変容�が意識化され、日常�

の場面が別の意味を持つよう�になる。その際、子�

どもはその写真に自己を投影�し�て、活動的な物語�

（ナラティヴ）�を構成�し�ていくことになる。�

　紙面の関係で詳述できない�ので、十分意を尽く�

せないが、�〔共通事項〕�を意識化することで、こう�

し�た題材開発研究�（授業研究）�の重要性が再浮上す�

る。このことが新学習指導要�領の美術授業変革へ�

の�期�待�す�る�と�こ�ろ�で�も�あ�る。�「次�の�事�項�を�指�導�す�

る」という表記に惑わされず�、子どもの発達特性�

をふまえた形や色�（色彩）�、そ�し�てイメージへのこ�

だわりを具現化する努力は、�美術教育に立ちはだ�

かる諸課題を解決�し�て、混迷を深める教育�状況を�

変革する力になり得るはずで�ある。�

　最後に、資料を提供�し�て下さった現場の先生方�

に紙面を借りてお礼申�し�上げます。�

（ふくもと　きんいち）�

略歴�
1952年生まれ。兵庫教育大学大学院教授�・学長特別補佐。�
専門は美術教育学／図工科・美術科教育�。�

3．�造形遊び授業�（高学年）�におけ�る�
　　�〔共通事項〕�と�イ�メ�ー�ジ�の変容�

4．�鑑賞授業�（高学年）�におけ�る�
　　�〔共通事項〕�と�イ�メ�ー�ジ�の変容�
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　小中学校の授業で、図�画工作や美術の時間が減�

らされる傾向にあると聞�く。�

　私は美術大学で教鞭を�とる者だが、いわば将来�

の美大生の供給基盤が減�ることでもあり憂慮�し�て�

いる。以前、近くの公園�で幼児がサッカーを�し�て�

遊んでいて、とても上手�な子がいて、驚いて見て�

いると、�「あの子はＪリーグのジ�ュニア養成クラブ�

に入っている」と聞いた�。サッカー業界では、小�

学校入学前から、すでに�人材を確保�し�、育ててい�

る。美術もそう�し�ないと、将来が危うい。�

　�し�か�し�問題は、私たちのような美術�業界に生き�

る人間の、規模が縮小�し�て�し�まう、という「小さ�

いということもあるだろう�が、それだけではなく、�

おそらく彼は少年時代、図�書館�し�か利用�し�たこと�

がなかったのだろう。クラ�シック音楽に深く心を�

動かされたこともなかった�のだろう。そんな人間�

が権力を握るから、�

美術はますます肩�

身が狭くなる。図�

画工作や美術の削�

減を進めている役�

人も、やはり受験�

勉強ばかり�し�て、�

芸術に心休める時�

間を少年時代に過�

ご�し�て来なかった�

第2回　�〔�共通事項〕�がわかる！―�　�Part2

　ともあれ科学というと、�論理的、実証的なもの�

と考えて�し�まう。もちろんそうだ�が、�し�か�し�重要�

な発見の場面では、�「美を感�じ�る心」�がコ�ト�を決�し�

ている。つまり美を感じる�心は、人生を生きる力�

となっている。これは科学�研究だけでなく、政治�

家でも経営者でも、リーダ�ーがある政治的決断、�

経営判断をするときは同じ�なのではないか。美を�

感�じ�る心を持ったリーダーだけが�、間違いのない、�

正�し�い決断をする力を持つ。�

　こういう能力は、いわゆ�る主要５科目を勉強�し�

て、受験勉強の技を磨いた�だけでは身につかない。�

だから芸術の出番である。�なにも上手な絵を描く�

ことが、図画工作や美術教�育の目的ではない。問�

題を解決するための「決断�」の力となる美意識、�

さらには問題そのものを作�り設定する想像力や創�

造力、そのような力を鍛え�上げるのは、ほかでも�

ない芸術という教科なのだ�。�

　もう一つ、なぜ芸術が人�生にとって必要なのか、�

その例をあげたい。ロック�フェラーや益田鈍翁と�

いう人生の成功者の多くが�、その成功の果てに、�

なぜか芸術や美を求めてい�る。どんな良いことか�

悪いことを�し�て巨万の富を築いたかは知�らないが、�

莫大なお金を手に入れると�、最後は美術品の収集�

に乗り出す人物が多い。ア�メリカの美術館の主要�

なコ�レ�クションは、そうやって集�められ、最後は�

公共のものとなる。人生に�成功�し�て、そこで得た�

富で、なぜ芸術に手を出す�のか。それは「成功」�

と思われていたビジネスや�政治が、それだけでは�

人間にとって、なにか「足�りない」という満たさ�

れない思いを喚起するから�ではないか。だから芸�

術品を自分のものとするこ�とで、自分のアイデン�

ティティを芸術と一つに�し�、そこに、人生最後の�

解答を得ようとする。�

のではないか。このままで�は、この傾向はさらに�

加速�し�ていって�し�まう。�

　なぜ、芸術が人生にとっ�て必要なのか。私は、�

その答えの一つを、芸術家�ではなく、科学者のこ�

んな言葉にみいだす。それ�はノーベル賞を受賞�し�

たある物理学者が、その発�見に至った経緯を語っ�

ていた言葉である。�

　二つの仮説があった。ど�ちらが正解か分からな�

い。そのとき、どちらを選�んだか。その判断基準�

はどういうものだったか？�　彼は「美�し�い」方を�

選んだという。そ�し�て後から実験を�し�、検証を�し�、�

理論を立てて、ノーベル賞�と�し�て評価される研究�

となった。�

　科学者がいう「美�し�い」という感覚は、芸術�に�

おける「美�し�い」とは違うかも�し�れない。もちろ�

ん芸術の�「美�し�い」�も、それはうわべの�「きれい」�

とは違う。世界の調和を感じ�、かつ深い何かが垣�

間見える。�し�か�し�それは科学でも芸術で�も、同�じ�

く「美�し�い」という。言葉が同じ�なのだから、本�

質的なところでは同じなの�ではないか。�

　ぼくなどは、だったら、初�めから金儲けなんか�

に奔走�し�ないで、すばら�し�い絵を描くことに人生�

を賭ければいいのではないか�と思うが、�し�か�し�成�

功�し�た後に残された人生の時�間は短く、老いてで�

きることといえば、持ってい�る金で「買う」以外�

に芸術と一つになる方法がな�いということになる�

のか。�ビ�ル・ゲイツでさえも、�レ�オナル�ド�・ダ・�

ヴィンチのデッサンや手稿を�たくさん所有�し�てい�

る。つまりは、人生で最高の�ものは芸術であると�

証言�し�ているようなものではないか�。�

　科学にとっても、政治にと�っても、�ビ�ジネスに�

とっても美や芸術は、重く大�切なものだ。だから�

「うちの子は画家になるわけじ�ゃない」といって、�

主要５教科の受験勉強にばか�り力をいれる親は、�

自�分�の�子�供�に�人�生�で�い�ち�ば�ん�大�切�な「最�後�の�答�

え」に出会う機会を奪って�し�まっている、とも言�

える。�

　画家にならない子供にとっ�ても、美を感�じ�る心�

を育てることは重要だ。それ�は、本当の意味での�

「人間の力」を育てることに�なるのだから。�

　では、具体的には、どのよ�うな美術教育をすれ�

ばいいのか。�

　美術教育の究極の方法、そ�れは、ともかく「本�

物」に触れさせることである�。たとえば�ピ�カソは、�

生涯に数万点の絵を描いた。�世界中に、どれだけ�

の数の学校があるのか知らな�いが、も�し�各校で�ピ�

カソの絵を１枚所有�し�ているだけでも、それは子�

供の美的感性を育てる上で、�最高の教材となるこ�

とだろう。絵とは何か。芸術�とは何か。そういう�

抽象的な問いをするのではな�く、絵とはこれだ、�

芸術とはこれだ、という答え�が目の前にある。も�

ちろん、�ピ�カソの絵を見たからとい�って、すぐに�

その絵の良さが分かるわけで�もない�し�、感動も�し�

ないだろう。�

　でも重要なのは、何だか分�からないけれど、た�

ぶん「すごい」ものがここに�ある、という感覚を�

体験することだ。分からない�からつまらない。分�

からないから興味がない。分�からないから自分に�

は関係ない。�そう思うのではなく、�「分からないけ�

ど、す�ご�い。た�ぶ�ん。�」そ�う�思�う�心�を�育�て�る�こ�と�

が、美を感�じ�る心へと至る第一歩となる。�そのた�

な」ことではない。�

芸術というのは、�

私たちの人生にと�

って、深く重要な�

ものだ。その芸術�

が、教育の世界か�

ら減っていくとい�

うことは、この世�

界から芸術が消え�

ていくということ�

にもなる。�

　いや、世界ではなく、�それは「日本で」だけか�

も�し�れない。外国の美術館に行�くと、小学生の団�

体が絵の前に坐って、先�生の説明を聞いている光�

景に出くわすこともある�。１枚の絵の前で、意見�

を言い、議論を�し�てもいる。日本だとなかな�か見�

ない光景だ。このままで�は、この国の芸術力は衰�

退�し�ていく。�

　もちろん、芸術なんて�いらない、という意見も�

あるだろう。どこかの知�事は、図書館以外の公共�

施設、美術館やコンサー�ト�ホールなど、ほとんど�

不要だと威勢よく発言�し�ていた。財政状況が厳�し�

「美�を�感�じ�る�心」�を�育�て�る�
芸術学者、東京�藝術大学准教授　�布施　�英利 

2．�「美�を�感�じ�る�心」�が必要な理由�

3．�理想の美術教育�

　�
1．�は�じ�めに�
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めには、�理想は、�本物の名画が、�教室にあることだ。�

　もちろん、小中学校の�図工・美術室の壁に、ピ�

カソの絵が掛けてある、�ということは現実には不�

可能だ。個人の家庭で不�可能なことを、公共の教�

育でするべきだが、公共�の教育現場でも無理なこ�

ともある。学校の横に、�ルーヴル美術館やニュー�

ヨーク近代美術館がある�わけでもない。�し�か�し�、�

教育の現場がするべきこ�とは、この「理想」に少�

し�でも近い環境を作ることであ�る。つまり、美の�

傑作、美の古典の本質を�、子供に伝えることであ�

る。その方法と�し�ては、美術鑑賞だけでなく�、実�

際の制作体験を通�し�て、本物の美に近づく道�筋を�

指�し�示すことが、図画工作、美�術の教育現場に求�

められる。�

　ここで「古典�（＝クラシック）�」ということにつ�

いて考えたい。�古代ギリシャの彫刻や、�イタリア・�

ルネサンスの絵画などが�、まずは美術の古典と�し�

て思い浮かべられる。�し�か�し�私は、それらは必ず�

し�も「究極のクラシック」であ�るとは考えない。�

ロダンはミケランジェロ�に美の本質を学んだ�し�、�

ミケランジェロはギリシ�ャ彫刻に造形の何たるか�

を教えられた。ではギリ�シャの美術が、本物の古�

典なのか。�

　�「ギリシャの建築も彫�刻も、�ギリシャの光で見な�

いと、その本質はわから�ない」などとも言われる。�

ならばルーヴル美術館や�大英博物館でギリシャ彫�

刻を見るだけでも不十分�なのか。近頃は、日本の�

高校生がルーヴル美術館�に修学旅行に来ている姿�

を見かけることもある。�でももっと本物を追究す�

るなら、アテネやオリュ�ン�ピ�アの遺跡まで旅�し�な�

いといけないのか、とな�る。さらにギリシャ美術�

の前には、古代エジプ�ト�美術があり、本当の古典�

は、そこで生まれたとも�言われる。さらには、ア�

ルタミラやラスコーの洞�窟壁画もある。た�し�かに、�

あの暗い洞窟の、うねる�ような石の壁面に描かれ�

た絵画こそ最高の美だと�も思える。牛や鹿の群れ�

が、�ドドドド�と大地を蹴って走る音さ�えも聞こえ�

てきそうなほどの迫力あ�る絵だ。絵画とは、こう�

いうものかと思う。�

　�し�か�し�私は、�そういう古典のさらに前に�、�「究極�

の古典」というべきもの�があったと考えている。�

それを一言でいえば「自�然」である。空からの光、�

花や鳥といった生き物、�川の流れ、そういう自然�

思いをいだく先生もいるか�も�し�れない。�し�か�し�自�

然は、どこにでもある。窓�の外を眺めると、空に�

雲が浮いている。机の上を�見れば、窓から差�し�込�

んだ光が、影を作っている�。それも本物の、第一�

級の自然である。�

　ここでは「光」に関わる�、私の美術教育の方法�

を、一つ紹介�し�たい。私が出演・監修�し�た教育�ビ�

デオに『自然の中の絵画教�室』�（紀伊国屋書店）�と�

いうのがある。�３巻あって、�第１巻が�「海の教室」�、�

第�２�巻�が「森�の�教�室」�、第�３�巻�が「空�の�教�室」で、�

光をめぐる美術教育の具体�的なやり方は、この第�

３巻「空の教室」の中で実�演�し�ている。�

　こんな内容だ。白いコー�ヒーカップに光があた�

っている。それを鉛筆でデ�ッサンする。なにもア�

ド�バイスを�し�ないで、まずは一枚描いて�もらう。�

次に、自由に、めちゃくち�ゃな絵を描いてもらう。�

カップが、埴輪のように踊�っている形になってい�

るものもあるだろう�し�、がちゃんと割れていて�も�

いい。ともかく、絵を描く�楽�し�さ、想像する自由�

さを味わってもらう。次に�、�「影」�についての説明�

をする。影を良く見て、そ�の影だけを描く。ここ�

では、コップの形の輪郭線�などは描かなくてもい�

い。ともかく、目に入った�影を描く。そ�し�て次に、�

光源を移動する。するとコ�ップの形は変わらない�

が、影は激変する。そのと�き光と影というのが、�

いかに移ろいやすいか、い�っぽうのコップという�

のが不変であり普遍である�かを実感�し�てもらい、�

それを描く。�

　そんなデッサンを何枚か�描いた後に、もう一度、�

をみていただきたいが、小学�生であっても、そん�

なほんのちょっとの�レ�ッスンで絵が変わる。それ�

は「自然」というものを感じ�取り、調和と美を�し�

っかりととらえられるように�なったことによる。�

　�レ�ッスンの方法は、他にも�ある。森で「空間」�

をとらえる感覚を磨く。海で�、動きや形について�

の感性を鋭くする。自然を教�師に�し�て、子供は子�

供なりに、そ�し�てプロの芸術家もプロら�し�く、自�

分の絵画をより良いものにす�る。すべては�「自然」�

から学ぶのだ。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　美を感�じ�る心は、人生の力となる�。それは芸術�

というものが、普遍的で、時�代の流れにも不変な�

力を持っているからである。�なに�し�ろ古代ギリシ�

ャでもルネサンス絵画でも、�何百年も何千年も昔�

のものが、いまでも私たちの�心を打つ力をもって�

いるのだ。科学技術でも政治�でも富でも、それだ�

けの長い命をもっているもの�はない。�

　人生は短く、芸術は長い。�だからこそ、長期的�

な観点から「美を感じる心」�を育てていかなけれ�

ばいけない。即効性はないが�、本当の力になる。�

それが芸術なのだ。� （ふせ　ひでと）�

第2回　�〔�共通事項〕�がわかる！―�　�Part2

を目に�し�て、感動�し�て、たくさんの情報を得て�、�

そこから美術は生まれた。�だから、美術教育にお�

いても、�「美を自然から学ぶ」�ことが、なにより重�

要だと考える。それに自然�はどこにでもある。ル�

ーヴル美術館やピラミッ�ド�やアルタミラ洞窟に行�

かなくても、この上なく美�し�い夕焼け空を見るこ�

ともできる�し�、鏡をのぞけば自分の顔が�あり、そ�

こに�「万物の尺度」�である、�人間の姿が映っている。�

　そのような自然から、無�限ともいえる情報量を�

読み取り、それを取捨選択�し�、調和のとれた美を�

画面の中に作りだそうと努�力する。ときには名画�

を見て、その「道�し�るべ」を感�じ�る。そういうこ�

との繰り返�し�の中から、美を感じる心は�育つ。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　私は、東京藝術大学で「�美術解剖学研究室」と�

いうのを担当�し�ている。ここは、いわば�芸大の理�

科室のようなところで、将�来、画家や彫刻家やデ�

ザイナーを目指す若者が、�この研究室で「自然」�

に触れ、自然に向かうまな�ざ�し�や姿勢を養い、自�

身の創作の土台と�し�て日々修練を�し�ている。�

　美は�「自然」�に学べ。美の最高の教師は�「自然」�

略歴�
1960年生まれ。東京藝術大学美術学部芸�術学科卒業。同大�
学院修了�（美術解剖学専攻）�。学術博士。東京大学医学部助�
手�（解剖学）�と�し�て養老孟司教授のもとで研究・教育に従�事�
し�た後に現職。人体や自然の美と、芸術の�美の探究に取り�
組んでおり、大学院在学中の『脳の中の�美術館』でデ�ビ�ュ�
ー。主な著書には、�『絵筆のいらない絵画教室』�『自然の中�
の絵画教室』�『マンガを解剖する』�『君は�レ�オナル�ド�・ダ・�
ヴィンチを知っているか』�『君は�ピ�カソを知っているか』�な�
ど。新刊に『京都美術鑑賞入門』�（ちくまプリマー新書）�が�
ある。�

だ。それが私�

の言いたいこ�

とだ。�

　�し�か�し�都会�

には、町の中�

の学校には、�

身近な自然な�

どない。子供�

をどこに連れ�

ていけばいい�

のか。そんな�

し�っかりとコーヒ�

ーカップを描いて�

もらう。そうする�

と、初めに描いた�

一枚とは全くちが�

う、はるかに上達�

し�たコーヒーカッ�

プが描かれる。ほ�

っと一息�し�たくな�

るような安らぎさ�

えも伝わってくる�

絵を描く子もいる。�

　詳�し�くは、�ビ�デ�

オの中の�レ�ッスン�

　�

4．�美の最高の教師は�「自然」�であ�る�

5．�おわりに�



　�「今年は、�秋に学校で大きな行�

事があります。何�だろうね？」�

年度初めの図工の�授業で子ども�

達に声をかけま�し�た。�「何か図工�

でやるのかな？」�と期待混じり�

の声。�「周年行事があ�って、�8�0�歳�

の誕生日のお祝い�を�し�ます。図�

工�で�も�チ�ャ�レン�ジ�し�て�み�よ�う�。�」�

どう？」�「ニコニコ�し�ていて君の�

雰�囲�気�そ�っ�く�り!!」鏡�を�見�て�描�

かなくても、自�分なりに一生懸�

命手を動か�し�表現�し�ていくうち�

に、特徴をとら�えた顔を完成さ�

せています。�

　２年生も周年�旗の製作です。�

「学校の教材園�にある草花を描�

い�て�み�よ�う。�」と�声�を�か�け�ま�し�

た。桜や朝顔や�菊をイメージ�し�

て描いている子�や、樹木を描き、�

そのうちに、カ�ブ�ト�ムシや蝶や�

ヘ�ビ�まで登場�し�てきま�し�た。�

　�「先生、�鳥や他のものも描い�て�

いいの？」�と聞いてきます。�「も�

ちろん!!　先生に見せて。�」�と答�

えると、�「やったー!!　○○を描�

くぞ。�」�と張り切って次�の表現に�

向かいます。子�どもの性格や気�

質もそれぞれで�、大人との関わ�
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　�「先生、�どう描けばいいか分か�

りません。�」�

　Ａさんは４年生�の女の子。学�

級開きの翌日、自�己紹介のため�

のワークシー�ト�の似顔絵。Ａさ�

んの紙には、何度�も何度も消�し�

た跡が残っていた�。�

　�「出来映えを気�に�し�ないで。�こ�

れは似てなくても�いい�し�、漫画�

風でもいいのよ。�顔の形はこん�

な感�じ�でどう？」�

　そう言って薄く�輪郭線を引い�

てあげた。頷いて�席に戻るＡさ�

ん。�し�か�し�、結局Ａさんは、隅�

っこに小さく、丸�に棒線をつけ�

た「棒人間」を描�いて出�し�た。�

　かつて、鏡を前�に�し�ても自分�

の顔を見つめられ�ない男の子が�

いた。鏡を見てい�るのに、何度�

描いてもキャラク�ターの顔にな�

る。その子は、あ�りのままの自�

分を出せないで、�周囲との�ト�ラ�

ブルを繰り返�し�ていた。�Ａさん�

は、�逆にあまり人と関わ�ろうと�

し�ない子である。�二人ともあり�

のまま、見たままの�「�自分」�を�

受け入れられない、�そ�し�て出せ�

ないからではないかと�考えた。�

　私は、�「私の顔を描こう�」�とい�

う�題�材�か�ら�１�年�を�ス�タ�ー�ト�す�

る�こ�と�に�し�て�い�る。ま�ず、�「自�

分」�の顔と向き合い、よ�く見る�

ことを経験させる。�子どもの表�

現�へ�の�姿�勢�や�技�術�面�の�レ�デ�ィ�

ネスをつかむ意図もあ�る。�Ａさ�

ん�は、口�を�真�一�文�字�に�結�ん�で、�

鏡�を�見�な�が�ら�ゆ�っ�く�り�ゆ�っ�く�

りと描いた。と�ても硬い線であ�

る。�し�か�し�、描き上げたＡさ�ん�

は、満足そうだ�った。�

　それからのＡ�さんは、やはり�

慎重ではあるも�のの、どんな題�

材でも自分なり�の作品を丁寧に�

仕上げて出�し�ている。�

　�「子どもは描く人であ�る。�」�し�

か�し�、描けない子ども�たちが確�

か�に�い�る。�「あ�な�た�が、見�た�ま�

ま、感じたまま�に描いていいん�

だよ。�」�というメッセー�ジが、子�

どもたちには必�要だと思う。�

（い�し�かわ　てるよ）�
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虫ね。�どこで見つけたの？�」�「教�

材園のミカンの木にい�たの。�」�彼�

らは３年生の時に、学�校でアゲ�

ハを育てたり観察�し�たことがあ�

るので、蝶は身近な昆�虫です。�

図工でつくる蝶は、自�分の創造�

力を生か�し�て自分のイメージ�で�

色や形をつくり上げて�いきます。�

　蝶の展示は、会場係�の５年生�

に手伝ってもらい、大�人が何人�

か立ち会い、ギャラリ�ーに貼り�

つける方法をとりま�し�た。�「蝶が�

生きているように、舞�っている�

よ�う�に�飾�っ�た�方�が�素�敵�じ�ゃ�な�

い？」と周りからア�ド�バイスが�

あり、ウェーブが感じ�られるよ�

うな展示の仕方を�し�ま�し�た。下�

から見て指示を出す者�、それぞ�

れ子どもも大人も作品�を会場に�

効果的に展示�し�ようと頑張りま�

りを強く求める子や�自分を強く�

持って表現に向かっ�ていく子な�

ど様々です。�

　３年生は、教材園�で育つキウ�

イの葉とソメイヨシ�ノの枝を煮�

沸�し�て「ハンカチの染めも�の」�

の授業を行いま�し�た。�「学校の庭�

にある葉や枝で染め�ものが出来�

るなんてすごいなあ�。�」�「昔の人�

は、こうやって糸や�布に色をつ�

けていたんだなあ。�」�と身近な自�

然の材料で自然の色�を抽出�し�て�

出来る色に触れて驚�き、授業か�

ら多くの事を学び、�楽�し�く学習�

し�ま�し�た。�

　４年生は、�２種類の銀紙�（マッ�

ト�な�紙�と�光�沢�の�あ�る�紙�）�を�利�用�

し�て、B４�サ�イ�ズ�の�蝶�を�つ�く�り�

体育館の壇上とギャ�ラリーに飾�

りま�し�た。�「わあ!!　かわいい幼�

し�た。�

　５年生は、会場�の出入り口に�

大きな看板をつく�りま�し�た。�「本�

郷�小�と�い�え�ば、ま�ず�蜂�だ�よ�ね!!

蜂をつくってみた�いな。あとは�

筍、�ト�マ�ト�、�ピ�ーマン、�大根…」�

とペーパークラフ�ト�で教材園に�

育つ草木や生物を�表現する事に�

なりま�し�た。�

　６年生は、地域�の商店街に自�

分達で考えた木工�作品を展示�し�

ま�し�た。�「このお店には、�このく�

らいの大きさで色�も△色がいい�

よ。�」�子ども達同士でアイ�デアを�

出�し�合いながら製作�し�ま�し�た。�

　周年行事に絡め�て子ども達は、�

表現の広がりや人�との関わりを�

色々な場面で経験�し�ま�し�た。�

（さとう　ひろみ）�

ということで、１�年生から６年�

生まで各学年に合�わせて展示す�

る内容をみんなで�決めていきま�

し�た。�

　１年生は、�〔鍋横通りの野外周�

年旗〕です。不織�布に自分の顔�

（お祝い�し�ている表情）�を描きま�

し�た。�「先生、�みてみて、�この顔�

―80周年�お�め�で�と�う�―�

　昨年８月、�県教育研究会主�催�

の�研�究�発�表�を�地�元�浜�松�市�で�盛�

況のうちに終えた。�市町村合併�

に�よ�り�広�域�化�し�た�浜�松�市�で�２�

年越�し�の研究は多忙を極め�た。�

　そ�の�よ�う�な�中�で�小�中�学�校�の�

多�く�の�先�生�方�と�出�会�え�た�の�は、�

自分への何よりの�“�ご褒美”�で�

も�あ�っ�た。小�中�合�同�の�研�修�は、�

そ�の�必�要�を�唱�え�つ�つ�も�機�会�を�

得ることが難�し�い。�図工美術に�

おける�「�本物の楽�し�さ」�を小中�

一貫の目線で考える�ことで、�専�

門�領�域�の�側�面�に�人�間�教�育�と�し�

て�の�広�が�り�や�豊�か�さ�が�加�わ�り、�

今�後�合�同�研�修�へ�の�参�加�者�に�は�

図�工�美�術�教�育�の�「�本�物�の“学�

ぶ”楽�し�さ」�が伝わるであろう�。�

　私�の�住�む�浜�松�市�天�竜�区�は�天�

竜川を遡り、�北遠と呼ばれる山�

々を背に�し�た地域だ。�近年、�過�

疎�化�が�加�速�し�て�い�る�こ�の�地�で�

子どもの実態を尋ねる�と、�必ず�

人�間�関�係�の�希�薄�さ�と�表�現�力�の�

乏�し�さが挙がる。�少子化により�

地域や家庭は過保護に�なり、�体�

験�が�不�足�し�て�い�な�い�か�な�ど�の�

原因を指摘する声だ。�幼少のこ�

ろ�か�ら�限�ら�れ�た�遊�び�仲�間�の�人�

間�関�係�に�は�様�々�な�憶�測�が�立�つ。�

表�現�力�や�逞�し�さ�は�確�か�に�不�足�

し�ているかも�し�れない。�でも心�

や表情は豊かだ。�世代間交流を�

通�し�て�子�ど�も�た�ち�は�多�く�の�人�

とふれあい、�学び、�子どもら�し�

く生きている。�

　人�は�生�ま�れ�た�と�き�か�ら�泣�き、�

笑い、�怒り、�喜び、�自己を主張�

し�成長する。�む�し�ろ田舎の子ど�

も�は�“�体�験�豊�か�”�だ。昨�年�1�1�月、�

兵�庫�県�丹�波�市�で�行�わ�れ�た�研�究�

発表会に参加�し�、�作品を通�し�て�

表�情�豊�か�な�子�供�の�姿�を�思�い�浮�

かべ、その想いを噛み�し�めた。�

　大�切�な�の�は�子�ど�も�た�ち�へ�の�

かかわり方なのだろう�。�先の研�

修会でもかかわり方が�「�本物の�

楽�し�さ」に�つ�な�が�る�鍵�で�あ�っ�

た。�

　我�々�教�師�も�教�科�や�幼�小�中�の�

壁にこだわらず、�多くのかかわ�

りの中で広く、深く学�びたい。�

（ひらが　たくや）�

東京都中野区立本郷小学校�
佐藤　�ひ�ろ�み�

図工で何�が�で�き�る�か�な�？�

「子�ど�も�た�ち�へ�の�メ�ッ�セ�ー�ジ�」�
石川　�照代�（大分県大分市立南大�分小学校）�

子�ど�も�ら�し�さ�に�み�る�「�本物�の�“�学ぶ”�楽�し�さ�」�
平賀　�卓也�（静岡県浜松市立浜�北北部中学校）�

図　�工　�室�図　�工　�室� 美　�術　�術　�室�美　�室�
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教材研究�
小　�学　�校�

　�「絵に画いた餅は食え�ぬ」�というが、絵に画いた�

カム・クランクは動かな�い！�

　いろいろな指導書や参�考書を見てきたが、各地�

の実践報告書を見ても、�カム・クランクの授業の�

成功例は、不幸に�し�てお目にかかったことは�ない。�

　京都で私は現職�（小学校担任）�時代、子供との取�

組みの中でカムやクラン�クを必要とする動きにい�

ろいろ具体的な仕組みや�材料の組み合わせを自然�

発生的に体験�し�工夫�し�て開発�（？）�し�てきた。�

　針金は、18番線か20番�線でもよい。動かす「う�

で」はス�ト�ローそのものでよい。子供�の技術力で�

は、とうてい直角に対称�、技術科的なものは、そ�

のつもりでつくっても正�確なものは望めない�し�、�

む�し�ろその不完全さから起こる�いろいろな動きを�

発見�し�、それを助長�し�、表現することの方が�図画�

工作科のねらいであると�思う。�

　丸太を輪切りに�し�て、心棒�（竹ヒゴ）�を垂直に通�

し�て接着剤で固定する。一�日そのままに�し�ておく�

と正確で強力なカムができ�る…。�

　カム・クランク教材で大�事なことは、動く仕組�

みと�し�て箱づくりも大事な要素で�ある。幸い昨今�

は、牛乳パックや飲料パッ�クが身近で調達できる。�

とにかくやってみること…�。できた作品は１週間�

ほど教室に置いておくと子�供たちは補修や追加製�

作もする。�

　上の作品の左側は二段々�差で上がった蛙の舌が�

更に上へ動く。右側の作品�はクランクの取付角度�

が正確につくれない子供の�作品が上へあがった時、�

蛙の向きが変化�し�た。触っているうちに�向かい合�

ったり、背をむける動きに�もなった。遊びの中か�

ら子供達は教師の予想外の�し�ごとを�し�てくれる。�

子供達は「色と形」を越え�て「�素材の質と量�」の�

学習を自然発生的に開拓�し�ている。�

1．は�じ�め�に�

丸太�カ�ム�で初心�に�か�え�る�！�

京都文教短期大�学助教授・京都市教�委指導主事　�中田　�隆幸�

2．�ク�ラ�ン�ク�の開発事例�

4．丸太で�も�つ�く�れ�る�千里�ぐ�る�ま�

3．でん�ぐ�り�が�え�る�

　板で斜面をつくり、上方�から下方に向かって発�

進させると生き物のように�はね動く！�

　年賀状等の古葉書を二つ�折に�し�て円形に切って�

（Ａ）�、Ｂのようにつなぎ、両端は�同円板をはり、�

輪ゴムをすべり止めにはり�つけ斜面を走らせると、�

実に面白い動きをする。古�い題材ではあるが何処�

の会場に行っても人気の高�い作品である。�

　低学年では下の写真のよ�うに細長く切ったもの�

をつないでもよく動く。�

　素材の質と量�（重さも含む）�の自然発生的学習こ�

そが、工作の重要な学習内容�と考える！�

（なかた　たかゆき）�

※編集部注：著者は2009年度瑞宝双光章�を叙勲されま�し�た。�

　フィルムケースで動力源�をつくっていたが、フ�

ィルムケースが入手�し�にくい昨今、他の空き缶�、�

空きびん等々、丸太でもつく�れる。�

　探�し�てみると身の回りにはまだま�だ使える物が�

ある。動くおもちゃもつくり�たいが�「材料が無い」�

とよく聞くが、やる気になれ�ば何でも利用できる。�

問題は教師のやる気の無さが�他の工作も含めて不�

振に追い込んでいる。�「やったー」�「動いたー」歓�

声の上がる授業は、この領域�のいのちである。私�

がいろいろ攻撃�（？）�されている時、サ�ト�ウハチロ�

ー氏が「京都の機工」ＴＶ番�組で「�動くものには�

生命がある�」と絶讃�し�て下さった。京都の機工創�

設以来50年�「継続は力！」�「学問はあとからついて�

くる」�。京都大学美学研修で�の結論である。�

・�・�・�・�

・�・�・�

・�・�・�・�・�

・�・�・�

・�・�・�・�

・�・�・�

はさみ�

A

B
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1．は�じ�め�に�

教材研究�
中　�学　�校�

では自分自身のこころと深�く対面できるようにな�

り、まさに今の自分の姿を�表現�し�ようとするよう�

である。台紙の紙にも変化�を付けて、中心に自分�

の心そのものを表�し�ている。哀�し�みでは�じ�け飛ぶ�

こころを、素直に表現�し�、色と形で自分のここ�ろ�

の奥底にある何かを表そう�と�し�ているのがわかる。�

　自分の生活環境に目を向�けさせることを通�し�て、�

自分が何を感�じ�ながら毎日を生きている�のかを、�

実感と�し�て感�じ�てもらうのがねらいであ�る。四季�

からイメージするものや、�色、音、光、匂いなど�

の季節感を子ども達の中で�自由に語らせ、自分の�

得意な手法で各季節を絵に�表現�し�てみた。それが�

次である。対象は１年生。�

　こころが開放されていな�ければ、自分自身の姿�

は描けない。２年生を対象�に、表情のある自分像�

に挑戦�し�た。どんな表情をつくっ�たらいいかわか�

らない。自分ら�し�さって何？　表情をつ�くるのが�

恥ずか�し�い。�全て予想通りの反応だっ�た。�「�じ�ゃあ�

どうする。�」�「自分を知ることから始�めてみっか。�」�

まずは、友達との関わりの�中から、自分でも知ら�

なかった自分を知ることか�ら始めた。�

　子ども達は、友達から寄�せられた意見から、意�

外な自分の一面に驚き、見�られている自分という�

ものを客観的に知ることと�なる。自分でも薄々気�

付いてはいたけれども、は�っきりとはわからなか�

った自分自身と正面から向�き合い自己分析を重ね、�

自分ら�し�い表情を考えてみた。笑�っている表情も�

あれば、�し�かめっ面の表情もある�。ぐっと内面に�

入り込んだ場面であった。�表情があることばかり�

が決�し�てよいとは考えてはいない�が、今回のねら�

いはあくまで自分ら�し�さを表情に表すことであ�る。�

無表情の中にも、奥深い表�情があるとは思う。�し�

か�し�、こころの中にある自分とい�うイメージは必�

ず表情に表れると考えた。�ここまで段階を踏み手�

立てを講�じ�丁寧に授業を進めなけ�れば、なかなか�

子ども達はこころを開かな�いのが現実である。�

　また今回は、表情を決定�し�ていく補助的なもの�

と�し�て、デジタルカメラで自分の�顔を撮って確認�

することも、学習過程の中�に盛り込んだ。こうす�

ることで自分の表情を客観�的に見て、�し�わの付き�

方や、頬の上がり具合い、�筋肉の様子などを確か�

めながら制作を進めること�ができた。�

3．自分の生活に目を向ける�

4．�表情のあ�る�「自分像」�を�制作す�る�

2．感情�を�開放す�る�
5．おわ�り�に�

　最近、中学生のこころ�が堅い印象を受ける。人�

や環境とうまく関わるこ�とができない、または自�

らの意志で関わろうと�し�ない子どもが増えてきた。�

そう�し�た要因の一つに実体験や�経験といった活動�

が不足�し�ているとも言われるが、その�問題の根っ�

こで、子ども達のこころ�が開放されていないこと�

を強く感�じ�る。山形に住む中学生も決�し�て例外で�

はなく、自分をさらけ出�し�て素直に表現すること�

が苦手である。こころを�開放させるような要素を�

含んだ授業を展開�し�、発想やイメージする力�を喚�

起�し�補うにはどう�し�たらよいか考えてみた。�

　人間にある「喜怒哀楽�」の感情、すなわち自分�

の内面の「こころ模様」�を表現�し�てみた。材料は、�

色紙やアルミホイル、ビ�ーズなどである。今回は�

１年生と３年生で実施�し�た。�

　上図左は１年生の「哀�」がテーマの作品である。�

哀�し�みで細切れになるこころを�繊細に表�し�、その�

時の感情を思い起こ�し�、自分のこころの奥底�の模�

様をス�ト�レ�ー�ト�に紙の上に表現�し�ている。上図右�

は３年生の同じく「哀」�がテーマの作品である。�

３年生では、自己表現に�も複雑なこころの要素が�

絡み、手の巧緻性も上が�ることで、作品の質も高�

まり、何かを象徴�し�た作品が多い。１年生で�は哀�

し�みを、とても一般的に捉えて�いたのが、３年生�

　この時に使用�し�た用紙のサイズが、は�がきサイ�

ズということもあり、無理�なく描けるのか、一人�

で何枚も描く姿が見られた�。またそのどれもが生�

き生きと�し�ており、まさに子ども達の際�限のない�

豊かな発想力、イメージす�る能力に触れた思いで�

あった。こう�し�たイメージ画が積み重ね�られ、次�

への作品の基礎になること�は言うまでもないが、�

む�し�ろ思い付いて発想する活動が�、こころを開放�

し�、そのことが作品を完成�させることよりも重要�

な学習の営みになっている�と感�じ�た。例えば、こ�

う�し�たイメージ画を積み上げてで�きたのが、次の�

ような作品である。�

　どの作品も、思った以上に�生き生き�し�ており、�

様々な表情の中にこそ自分ら�し�さを発見�し�ている�

ようであった。こころを開放�させることは容易な�

ことではない。�し�か�し�、一人ひとりの自己表現へ�

の欲求は強く感�じ�られ、なんとか自分の中�にある�

イメージを、紙の上に形と色�で表そうとする前向�

きな姿勢が見て取れた。�

　私のこれまでの授業を振り�かえると、表出する�

現象面の作品だけで判断�し�、よく描かせようとか�、�

描くコツを教え、手本を示�し�て一方的な指導で作�

品をつくらせてきたように感じ�る。どう�し�ても作�

品中心主義の授業が展開され�、これは子どもにと�

って、本当の意味で力を身に�付けたとはいえなか�

った。�

　表現や鑑賞の活動は、自分�ともの�（環境を含む）�

や、人�と�の�間�で、働�き�か�け、働�き�か�け�ら�れ�る�（�感�

受）�関係によって成り立つと�される。�

　一連の学習過程の中で、自�分のイメージと関連�

づけて新�し�い発想や方法などをつく�りだすのが創�

造的活動とするならば、この�イメージを、想像力�

豊かにふくらませることは、�造形活動で育むべき�

大切な基礎的な能力の一つで�あると言える。�

　今後も、こころを開放�し�、イメージを大切に�し�

た授業展開の試みから、従来�の授業の進め方、指�

導内容を見直�し�改善を図りたいと考える。�

（�し�ょう�じ�　まさかず）�

こ�こ�ろ�を�開放す�る�題材�の�工夫�
～自分�の�イ�メ�ー�ジ�を�表現�す�る�試�み�～�

山形県山形市立�第十中学校　�庄司　�雅和�
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　西暦1804年、対ロシア�対策と�し�て、北方の警備�

を任された津軽藩藩士が�斜里に駐屯�し�た。�し�か�し�、�

あまりにも過酷なオホー�ツクの冬に適応できず、�

本来の責務を果たすこと�なく72名が無念の死を遂�

げた。その後、斜里町で�の慰霊碑建立の気運が高�

まり、昭和48年受難慰霊�碑が建立。さらに、昭和�

58年に弘前市との友好都�市盟約が締結され、この�

年から第１回知床ねぷた�が開催され今日に至って�

いる。�

　斜里小学校は連続22回�の運行を重ねている。こ�

こでは全校をあげての取�り組みについて紹介�し�て�

いきたい。�

　�5年生～17時間�

　�（制作6ｈ、お囃子8h、片�付1ｈ、ねぷたについて2ｈ）�

　�6年生～23時間�

　�（制作12h、お囃子8ｈ、片付�１ｈ、ねぷたについて2ｈ）�

【制作】�

　�1・2年生～うちわ・ねぷた金魚・はちまき�

　�3年生～前ねぷた�

　�4年生～額絵・肩・大雲�

　�5年生～ひらき�

　�6年生～鏡・送り・送り絵額・そで�

・低学年では図工・生活科も活用�

17

◆墨アー�ト�プロジェク�ト�の活動�

　墨アー�ト�プロジェク�ト�は、画材と�し�ての墨の可�

能性を追究�し�、伝統・文化の素晴ら�し�さを、教育�

を通�し�て広げていきたいと願って�活動を�し�ている�

団体です。また、幅広い国�際交流を願い、世界に�

「墨アー�ト�」の魅力を紹介�し�ています。�

　�（＊�「墨アー�ト�」�とは墨を画材と�し�て使った美術�

の表現活動を総称�し�たものです。�）�

　2008年�８�月�に�は�大�阪�で�開�催�さ�れ�た�InSEA（�世�界�

美術教育学会）�においても、�「墨アー�ト�」のワーク�

ショップと研究発表を行う�機会を得ま�し�た。�「世界�

へ広がれ墨アー�ト�！」の願いはInSEAの大会メイ�

ンテーマである�「�心Mind＋メディアMedia＋伝統�

Heritage」�にのっとったものでもあ�り、�多くの人達�

の心に届けられま�し�た。�

◆�「墨アー�ト�」の本の発行�

　InSEAにあわせて、�「墨アー�ト�」�の本�『新�し�い表�

現活動への挑戦―墨の美を�美術教育ヘ生かす―』�

を発行�し�ま�し�た。�「文字を書くだけでなく、�アー�ト�

と�し�ての墨表現を体験�し�て欲�し�い」という願いの�

もと、図画工作科や総合的�学習の時間に指導のガ�

イ�ド�ブックと�し�て活用できる本に�し�ま�し�た。表現�

手順や参考作品の写真も多�く掲載されています。�

海外の方にも紹介�し�たいと考え、英文も添えて�あ�

ります。是非ご活用くださ�い。�

造形�ピ�ッ�ク�ア
�ッ�プ��
�

地　�域　�の　�ア　�ー　�ト�

1．は�じ�めに�

2．取り組みについて�

本�の�紹�介�『�新�し�い�表�現�活�動�へ�の�挑�戦�

　斜里小学校の２階の一室�に、本校のねぷたの歴�

史や作品を展示する場を設�けている。伝統的な作�

品に触れ、作ることの楽�し�さや地域の伝統行事に�

参加することのすばら�し�さや楽�し�さを子どもたち�

に伝えている。� （い�し�ば�し�　いちろう）�

　ねぷたへの取り組みに�ついては、総合的な学習�

の時間を中心に取り組み�を進めている。�

（1）�単元のねらい�

・「ねぷた」への参加を�通�し�て、地域の特色や伝�

統を知り、�その楽�し�さに気づく。�〈低、�中学年〉�

・自分たちの地域の特色�を知り、実際に体験する�

ことにより、地域に対する関�わり方について考�

えを深め、�自ら活動することができる�。�〈高学年〉�

（2）�学習構造図�
　�【授業時数】�

　1・2年生～18時間�

　�（制作10h、踊り6h、ねぷたについて2ｈ）�

　3・4年生～22時間�

　�（制作12h、お囃子�8h、ねぷたについて2ｈ）�

3．斜里小ねぷた館�

―墨の美�を�美術教育�に�生か�す�―』�

ふ�い�て�、�た�た�い�て�、�お�ど�ろ�う�「ねぷ�た�」�！�
北海道斜里町立斜里小�学校　�石橋　�一郎�

【お囃子】�

1・2年生～おどり�

3・5年生～笛、たいこ�

4年生～笛�

6年生～笛、�じ�ゃがらき�

お囃子演奏については音�

楽の和奏の部分との関わ�

りを持たせカリキュラム�

に位置づける。�

【ねぷたについて】�

1・2年生�

ねぷたってなにするの？�

3・4年生�

ねぷたってなあに？�

5・6年生�

なぜ斜里でねぷたを？�

ねぷたについての由来や�

弘前との関わりなど、歴�

史的経緯を学習する。�

墨アー�ト�プロジェク�ト�代表　�松崎　�と�し�よ�

著者　墨アー�ト�プロジェク�ト�

価格　1,970円�（税込み＋送料�80円）�

☆送料は冊数に関係なく80円�です。�

◆�「墨アー�ト�」のホームペー�ジ�

http://sumi-art.hp.infoseek.co.jp/

（まつざき　と�し�よ）�

「墨アー�ト�」の本の連絡先�

○申�し�込みホームページのア�ド�レ�ス�

http://sumi-art.hp.infoseek.co.jp/book/sumi-art/

○Faxで申�し�込む場合�

072-792-3991（墨アー�ト�プロジェク�ト�　森）�

知床斜里ねぷた出陣！�


